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［ 兵庫県の相談経路の推移 ］

データ ： 厚生労働省の資料をもとに作成

全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

　神戸市・西宮市・芦屋市の
　深刻な学童問題

改正により、学童保育の受け
入れ対象は6年生までに拡大
されたものの、各市の対応は

まちまちだ。神戸市では随時4年生以上
を受け入れ、定員は設けないため待機
児童数は０となっているが、実態は狭い
スペースを大人数が利用する過密保育
であることが多い。子どもを学内の学童
に通わせる神戸市のNさんによると、1クラ
ス60人以上もいるため十分な場所が確
保できず、学校の廊下に段ボールを並べ、
机替わりにすることもあるという。
　西宮市では、指定管理者制度を通じて
民間参入が進み、市社会福祉協議会と4

法

ら植物園（池田市）は、いわゆ
る「植物園」ではない。150年続
く花と植木の卸問屋「花宇」の

五代目、西畠清順さんが2012年に始めた
植物のコンサルタント事業である。植物の
魅力をより広く伝えるため、行政機関や企
業、クリエイターなど、幅広いクライアントか
らの案件ごとに相応しい専門家と連携し
てプロジェクトを実行する。西畠さんはクラ
イアントからの要望に応えるべく、プラントハ
ンターとして世界各地、日本全国を飛び回
って植物を収集している。扱う植物は日本
でよく見かけるものと趣を異にしており、西
畠さんは「大量生産されたものや規格的
なものに魅力を感じない」と、独自のスタイ
ルを貫く。

　神戸では、メリケンパークにできたカフェ
FISH IN THE FORESTやSOLの屋上
庭園などの植物プロデュースを手掛けた
が、最近は東京や地方、海外での活躍が
増えているという。それでも川西市に住み、
本社もその近くに構える。拠点を移そうと
は思わないのは「川西が好きだから。京都
大阪神戸の真ん中にあって空港も近く、す
ぐそばに自然もある。これ以上良い場所は
ない」。地元川西市の街づくり大使に任命
され、2ヘクタールの公園をプロデュースし
たり、池田市を植木の産地として再活性化
するプランニングにも携わる。東京・大崎で
は大規模な緑化プロジェクトを成功させ、
街の姿を大きく変えたと話題になったそう。
こういった「街づくりにもっと関わりたい」と、
関西の活性にも意欲を見せる。

そ

小4の壁、定員、支援員不足…
山積している学童問題

しっかりした準備で安全な登山を 協力：兵庫県警察

春は気候が良く、各地の山において多数の登山客が見込まれる。それに伴い、道迷いや滑落等の山岳遭難の発生が懸念される。
注意すべき点を守り、楽しく登山を行いましょう。

　虐待相談件数は
　平成27年に過去最多

庫県内のこども家庭センター
への平成27年度の虐待相談
件数は3,281件で過去最多と

なった。件数が増えている原因としては、
マスコミによる児童虐待の事件報道によ
り、虐待への社会的認知が高まっている
ことが挙げられる。
　特に近隣住民や知人からの相談が
1,068件と最多で、子どもの泣き声や虐待
者の怒鳴り声を聞いて虐待を疑い通報
するケースが多く、相談や通報への意識
が高まっていることが分かる。
　また、警察からの相談件数も1,038件
で、前年度の705件より47.2％増と急増し
ている。これは、県民が警察に相談し、警
察が現地訪問をした結果、虐待事案とし
てセンターに通告するケース。平成25年9
月に締結された「児童虐待事案に係る
県と県警の連携に関する協定」により、
県と警察が連携を強め事例に素早く介
入し安全確保を行う体制が定着したこと
で、通報が増えたと見られている。
　虐待の中でも、心理的虐待の相談件
数が1,603件と最も多い。これは、子ども
本人への暴言や拒絶的対応以外にも、
目の前で親がパートナーや子どもの兄弟
に暴力をふるう「面前DV」が子どもの心
に深い傷をつける虐待にあたるとの認識

身近な支援体制づくりが
児童虐待から家族を救う

兵

児童虐待による痛ましい死亡事件や傷害事件が全国で相次いでいる。兵庫県においても、県内6カ所
のこども家庭センター（中央・神戸・西宮・川西・姫路・豊岡）が受け付けた児童虐待相談件数は平成2年
以降毎年増え続けており、今後も増加が続くと見られている。その社会的背景には何があるのか、虐待
を防ぐためには何が必要なのか。

児童虐待を、保護者による18歳未満の子どもへの身体的虐待、性的虐待、ネグレクト、心理的虐待の4種類と定義し、これを禁止した法律。
平成12年に施行された後、平成16年の法改正で、確証がなくても虐待が疑われる場合には児童相談所などへ通報することが義務づけられた。

身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけど
を負わせる、溺れさせるなど、子どもの身体に外傷が
生じ、または生じる恐れのある暴力を加えること

ネグレクト
家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にす
る、自動車の中に放置する、重い病気になっても病
院に連れて行かないなど、子どもの心身の正常な発
達を妨げるような行為、その他、保護者としての監
護を著しく怠ること。保護者以外の同居人による虐
待行為と同様の行為を保護者が放置すること性的虐待

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグ
ラフィの被写体にするなど、子どもにわいせつな行
為をすること、またはさせること

心理的虐待
言葉による脅し、無視、兄弟間での差別的扱い、子
どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（DV）など、
子どもに著しい心理的外傷を与える言動を行うこと

世界で活躍する
そら植物園代表 西畠清順さん

最近、川西市から池田市に
本社を移した本社兼農場で
は、ヨーロッパやアジアなど
から仕入れた年300トンほど
の植物、数千種類を備蓄し
ている。見たことのない植物
ばかりで、圧巻。

西畠さんが地元・兵庫県
ではじめて手がけた、神戸
国際会館SOLの屋上庭
園「そらガーデン」。

共働き世帯の増加で、放課後を安全に過ごす学童保育室へのニーズが高まる反面、
その整備はなかなか進まない。
神戸市・西宮市・芦屋市の現状を参考にしつつ、学童保育問題を考察する。 

が広がったためと考えられる。
　兵庫県内では、神戸、西宮や尼崎など
神戸・阪神南地域での相談件数が多い。
核家族が多く、社会的に孤立状態にある
家庭が支援を求めることもできず、虐待
に及んでしまうケースが多いようだ。

　身近な支援体制づくりと
　病院組織の強化

待の背景には経済的困窮や
子育てストレスの蓄積、育児知
識や技術の不足など、複数の

要因が複雑に絡み合っている。虐待を未
然に防ぐには、身近な場所で相談できる
体制づくりと、早い段階での子育てサポー
トが欠かせない。しかし県内に6カ所しか
ないこども家庭センターに母親自らが相
談するにはハードルが高いため、気軽に
相談できSOSを発信しやすい地域のネッ
トワークづくりが大切となる。兵庫県では、
市町の家庭相談窓口の活用を広報紙な
どで促すとともに、企業との連携によって
虐待防止の啓発に努めている。
　また、兵庫県には虐待の専門医が少
なく、子どもが病院に運ばれた際に医師
が虐待かどうかの判断に迷う場合もある。
そこで、平成29年度から虐待医療防止
ネットワーク事業をスタート。虐待に精通し
た専門医が在籍する尼崎総合医療セン
ターを中核拠点病院として、県内の医療

機関からの児童虐待対応に関する相談
に応じて専門的な助言を行う。また、症例
について教育研修を行い、病院の虐待
対応に対する体制強化を目指している。

　地域住民からの通報が
　虐待から家族を救う

童相談所などに相談・通報が
なされても、子どもを救えなか
った場合もある。それは、子ど

も家庭センターや市町村などの各専門
機関が、事案に対し適正に危険度を評
価できていないために起こる。県の担当
者は、「対応を先送りにしたり、各機関が

『どこかがやるだろう』と対応を相手任せ
にした場合にリスクは急激に高まる。各機
関が役割分担をし、危険度に応じて支
援体制を広げながら強化していくことが
必要」と話す。
　また、児童福祉法及び児童虐待防止
法では、全国民に対し、虐待が疑われる
場合は市町村や児童相談書に通告する
ことを義務づけている。県では「虐待かど
うかを一般の方が判断するのは難しい
ので、まずは専門の機関に心配だという
ことを伝えてほしい。それが子どもを守り、
親を救うことにつながります」と通報を促
している。

　「虐待」と「しつけ」の
　違いとは

い手をあげてしまった、大声で
怒鳴った……。子どもとの日々
のなかで、しつけと称したこう

いった言動は、よくあるだろう。しかし、それ
らは「虐待」にあたるかもしれない。日本子
ども虐待防止学会の理事などを務める、
山梨県立大学人間福祉学部の西澤哲
教授は「本来、虐待としつけは全く違うも
の」と話す。“しつけ”は、子が「不快」に感
じていることを「快」に立て直す手伝いを
し、自立心を育むことだと定義する。一方、

“児童虐待”は、英語でchild abuseだが、
abuseの日本語訳は「濫用」だ。虐待は、
大人が自分の精神的安定のために子ど
もを利用、濫用しているに過ぎない。虐待
や体罰を行う親は、自分も虐待を受けて
育ったり、自己評価や自尊心が低い場合
が多い。本来、子どもが何か起こしたとき
は、なぜこの子はこの行為・行動をするの
かと、子どもを主軸に考えるが、自己肯定
感の低い親は、懐かない、なめているから
だなどと捉え、怒りの暴力によって抑えつ
け、自分の気持ちを落ち着かせようとする。
　濫用は誰にでも起こりうる。しかし、それ
を正当化せず、自分が濫用したことに気
づいて子どもに謝罪し、なぜそうしてしま
ったのか説明すると、子どもへの心理的
悪影響は和らぎ、親自身も次第に濫用を
回避できるようになるという。
　虐待は、さまざまな要因や背景が複雑
に絡み合って起こる。著しい虐待行為より
も実は、冒頭であげたような“グレーゾー
ン”の方が多いのではないかと西澤教授
は指摘する。「いまいちど、“子どもの不快
を快にするお手伝い”を頭に置きながら、
子どもに接することが大切だ」。

事業者が運営している。民間参入により
行政の経費削減は可能になるが、数年ご
とに指定を見直すため、事業の安定性や
継続性を欠き、子どもと支援員の安定した
関係を保証できなくなるという問題がある。
　芦屋市では児童の受け入れ基準を点
数化しており、保護者の就労状況や学年
によって優先度が変わる。本来は保育に
欠ける子ども全員を受け入れる責任を自
治体は負うが、4年生をふるいにかける目
的で点数が導入されているのが現状だ。
　また、支援員は非常勤嘱託職員のため
期限付き雇用が大半で、処遇改善は進ん
でいない。そのため配偶者控除適用の範
囲内にセーブして働く人も多く、支援員不足
問題に加え労働意欲の減退や支援員同
士の連携不足といった問題を招いている。

　子どもを守りきれない
　現状の児童福祉法

童保育は、保護者の声により
徐々に国や自治体にもその必
要性が認知され、1998年に「放

課後児童健全育成事業」としてようやく法
的な位置づけを得た。そして2015年、「子ど
も・子育て支援法」の施行と児童福祉法の
改正により、国としての基準が省令で初め
て定められた。しかし、兵庫県学童保育連
絡協議会の平野さんは「一番の問題は、学
童事業の児童福祉法での位置づけ。学童
は、あくまで自治体による奨励的事業に留ま
っている。高学年の受け入れや指導員の

質など、運営レベルは自治体や事業者によ
って大きく左右されてしまいます」と話す。事
業への国の補助金額は増えつつあるもの
の、学童保育が子どもの豊かな放課後の
暮らしを保証するものという、子ども主体の
視点が抜け落ちているために、待機の解
消や経費削減など数字の問題解決ばか
りが先行し、保育の質に関する問題は山
積みになったままだ。

［ 登山の前に ］
●単独登山は危険なので、経験豊富なリーダー等とパーティを組み、最も体力や経験がない人を基準にルートを選んで、日程や時間に余裕のある計画を立てる。
●事前にできる限り参加者全員で登山計画を立て、日程やルート、装備品等を全員に周知しておく。
●低い山でも侮ることなく、スマートフォン（携帯電話）やラジオ、地図、非常食、ライトや雨具、防寒衣等を必ず持って行く。
●日頃から体力や登山技術、気力を養うとともに、万全な体調で登山に臨み、体調不良時の登山は絶対にしない。

119ばん通報プレート
六 甲 山 の 登 山 道 には

「119ばんつうほうプレ
ート」を設置。通報時に
プレートの番号を告げる
だけで、通報者の位置が
分かるようになっている。

ヘリコプターが来たら…
捜索救助活動のヘリコプターが近くまで来た
ら、ヘリコプターが発見しやすいように、次のよう
な合図を送ること。

●周囲と比較して目立つ色の物で、大きく合図する
●鏡やカメラのフラッシュ等でヘリコプターに光を向ける
●樹木が密生している場所を避けて合図する

［ 登山届の提出 ］
●登山届は、万一遭難したときに捜索救助の重要な手がかりとなることから、作成後家族や職場、所属する山岳会、入山地を管
轄する警察署（管轄署が不明な場合は警察本部 地域企画課）に提出する。

●兵庫県警察では、公益社団法人日本山岳ガイド協会が運営するオンライン登山届受理システム「コンパス」に提出された登山
届の情報を遭難者の捜索等に活用している。「コンパス」を利用すれば、インターネットで登山届を作成･提出することができる。

［ URL ］  http://www.mt-compass.com

【通報時等の注意点】

プラントハンターとは元々、17世紀
ごろのイギリスで、王族や貴族の観
賞用植物などを世界中に探し求め
た人たちのことを指すという。

【 児童虐待防止法とは 】

［ 児童相談所での児童虐待相談対応件数の推移 ］

子どもや保護者の疑わしき虐待のサイン

●  いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする
●  不自然な傷や打撲のあとがある
●  衣類や体がいつも汚れている
●  落ち着きがなく乱暴である
●  表情が乏しい、活気がない
●  夜遅くまで一人で遊んでいる

［ 子ども ］
●  地域などと交流が少なく孤立している
●  小さい子どもを家に置いたまま外出している
●  子どもの養育に関して拒否的、無関心である
●  子どものけがについて不自然な説明をする

［ 保護者 ］

［ 兵庫県の相談種別の推移 ］ ［ 兵庫県の相談経路の推移 ］
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［ 2016年の学童保育の実施状況 ］

公設 民設

児童館、学校などで実施

学校などで実施

入所児童数 3,154人
待 機 児 童      14人
学童保育数　 　67件

（うち、1クラス46人以上 37件）

市から補助金を受けている
各所で実施

（兵庫県学童保育連絡協議会の資料をもとに作成）

・対象年齢が6年生までに
・市区町村が運営基準を条例で定めるよう義務化
・支援員は原則2人以上配置
・うち一人は保育士などの有資格者で都道府県の 
 研修を修了した者
・ひとクラスおおむね40人までとする
・児童１人当たりおおむね1.65㎡以上の面積を確保すること

2015年に定められた主な学童保育の新基準

指 定 管 理 者
（市社会福祉協議会など）

公設

入所可能学年 1～3年生

指定管理者
（市社会福祉協議会・民間事業者など）

社会福祉法人など

神 戸 市

西 宮 市

学校内で実施

入所児童数 523人
待 機 児 童    22人
学童保育数　12件

（うち、1クラス46人以上 5件）

入所児童数 12,322人
待 機 児 童  　　  0人
学童保育数　 　199件

（うち、1クラス46人以上 133件）

公設

入所可能学年 1～4年生
（ただし、4年生はほとんどが待機）

入所可能学年 施設によって異なる

公 　 営

芦 屋 市
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お住まいの地域の
児童相談所につながります。
※一部のIP電話からはつながりません。
※通話料がかかります。

兵庫県大阪府

婚式場・レストランとして利用さ
れている芦屋モノリスが3月、
国登録有形文化財に登録さ

れることが決定した。市内では5件目。
2011年には兵庫県指定の景観形成重
要建造物にも指定されている。
　この建築物は1929年に逓信省（交通
や通信行政をつかさどった省庁）が電話
局の庁舎として建設した、NTT西日本が
所有する旧芦屋郵便局電話事務室。
2004年にお客様窓口が廃止された後、
翌年から株式会社ノバレーゼが「芦屋モ
ノリス」という結婚式場・レストランを運営
している。修繕や増築は施しているが、
半円アーチ窓や外壁のタイルなど、戦争

や大震災も乗り越えた昭和初期の建築
様式がそのまま残されている。
　芦屋モノリスの担当者は、「受賞によっ
て芦屋の魅力をここから発信し、さらに
街が活性化すれば」と話す。また、建物
をより多くの人に見てもらいたいと、4月15
日、16日に入場無料のキャンドルナイトを
開催し、キャンドルによるライティングアート
やジャズライブなどを行う。両日とも18時
～21時まで。

結

芦屋モノリス
国登録有形文化財に登録

（左）日本の職人が手がけた獅子頭とレリーフによる外壁の装飾。
（右）半円アーチ窓が続く廊下も当時のまま。

建築物の趣を
損なうことなく内
装を改修し、披
露宴会場として
使用している。

※国登録有形文化財とは…1996年の文化財保護法の改正に
より創設された文化財登録制度で、歴史的建造物などを後世に
継承していくために作られた。登録基準は、「建設後50年を経過
している」もので、かつ「国土の歴史的景観に寄与している」「造
形の規範となっている」「再現することが容易でない」のいずれか
に当てはまるものとされている。

データ ： 厚生労働省の資料をもとに作成

建築物の外観には、一枚一枚手焼きされたスク
ラッチタイルが全面に貼り付けられている。


